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開会 午前９時３０分 

 

○議長（竹谷 勝君） 

  皆さん、おはようございます。 

  ただいまの出席議員は１４名であります。 

  定足数に達しておりますので、平成２７

年第１回豊能町議会定例会を開会をいたし

ます。 

  定例会に当たりまして、町長より発言を

求められていますので、これを許します。 

  田中龍一町長。 

○町長（田中龍一君） 

  皆様、おはようございます。 

  議長から発言のお許しがございましたの

で、平成２７年第１回豊能町議会定例会の

開会に当たりまして一言御挨拶申し上げま

す。 

  しばらく穏やかな日が続いていたのです

が、けさは大変冷え込み、霜がおりており

ました。寒暖の差が激しい日が続いておる

このごろでございます。 

  議員の皆様には、公私何かとお忙しいと

ころ、議案審議のため御参集いただきまし

てまことにありがとうございます。 

  さて、昨年年末には、政府は臨時閣議で

地方創生に向けた長期ビジョンと今後５年

間の総合戦略を決定しました。総合戦略は

地方の人口減少抑制や東京一極集中の是正

を図るため、２０２０年までに地方で計３

０万人の若者の雇用を生み出すことや、東

京圏への転入超過を食いとめることなどを

目標に掲げました。５０年後を見据えた長

期ビジョンは、１人の女性が生涯産む子ど

もの数を推計した合計特殊出生率が２０４

０年に2.０７に回復した場合、２０６０年

に人口１億人程度を維持できると展望し、

若者の結婚や子育てへの希望の実現に取り

組み、出生率の向上を図ることを示しまし

た。 

  この長期ビジョンや総合戦略を受けて、

ことしは豊能町も独自の総合戦略を策定い

たします。策定に際しましては、豊能町の

メリットをフルに生かしたものにする必要

があります。そのメリットとは、まず都心

から通勤可能な場所であるということ。ま

た、若者でもたくさんの子どもを育てるこ

とが可能な大きな不動産を買える価格であ

るということ。また、治安がよく、学校も

荒れておらず、自然環境も豊富であること、

つまり、初めて子育てする若い夫婦にとっ

ても非常に子育てをしやすい環境にあるこ

とです。また、行政の規模が小さいことを

生かし、全ての子育て世帯への手厚いサー

ビスの提供や、行政組織の横の連携を密に

することによる、妊娠から出産、子育て、

保育所、幼稚園、小学校、中学校と切れ目

のないサービスの提供が行いやすいなど、

このような豊能町のメリットをフルに生か

した総合戦略としていきたいと思っており

ます。 

  さて、後ほど議長のお許しを得て、平成

２７年度の町政運営方針を述べさせていた

だきますが、本日、議会に提案させていた

だきます議案は、人事案件１件、条例制定

７件、条例改正７件、補正予算５件、当初

予算８件、その他１件の合計２９件でござ

います。どうかよろしく御審議いただき御

決定賜りますようお願い申し上げまして私

の挨拶とさせていただきます。どうぞよろ

しくお願い申し上げます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  これより本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、お手元に配付のとお

りでございます。 

  お諮りいたします。 

  広報特別委員会並びに町広報担当課より、

今会期中における写真撮影の申し出があり

ます。 
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  申し出どおり写真撮影を許可することに

御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  異議なしと認めます。 

  よって今会期中、写真撮影を許可いたし

ます。 

  日程第１「会議録署名議員の指名」を行

います。 

  本定例会の会議録署名議員は、会議規則

第１２０条の規定により、４番・橋本謙司

議員及び５番・井川佳子議員を指名いたし

ます。 

  日程第２「会期の決定について」を議題

といたします。 

  お諮りいたします。 

  本定例会の会期は、本日から３月２３日

までの２１日間といたしたいと思います。 

  これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  異議なしと認めます。 

  よって、会期は、本日から３月２３日ま

での２１日間と決定いたしました。 

（発言する者あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  ちょっと暫時休憩。 

（午前９時３６分 休憩） 

（午前９時３７分 再開） 

○議長（竹谷 勝君） 

  会議を再開をいたします。 

  ただいま申し上げました平成２７年度当

初予算提出に対して、町長の町政運営方針

となっておりますのが間違いで、町長の町

政。 

（発言する者あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  再度申し上げます。 

  お手元に配付の平成２７年第１回豊能町

議会定例会議事日程第１号の日程第３、町

長の施政方針についてとなっておりますの

が、町長の町政運営方針の誤りですので訂

正をお願いいたします。 

  それでは、平成２７年度当初予算提出に

対しまして町長の町政運営方針演説がござ

います。 

  田中龍一町長。 

○町長（田中龍一君） 

  それでは、平成２７年度町政運営方針を

説明させていただきます。 

  はじめに。 

  第１回豊能町議会定例会が開催され、平

成２７年度予算案および関連諸議案をご審

議いただくにあたり、平成２７年度の町政

運営における基本的な考え方と主な施策に

ついて、所信の一端を申し上げます。 

  本町は、急激な人口の減少が続いている

とともに、超少子高齢社会が到来していま

す。 

  それに伴い、自主財源である町税は減少

を続けており、地方交付税などの依存財源

に頼らざるを得ない財源構造から財政運営

は益々厳しくなってまいりました。 

  そこで、将来にわたり安定した町政運営

を行い、中長期的には基金取崩しに頼らな

い財政基盤の確立を目指し、財政健全化に

向け、歳入の確保と歳出削減策が必要とし

て、昨年４月に「財政健全化推進プラン」

を策定しました。 

  また、同時に、多様化する住民ニーズへ

の対応や住民の皆さまの期待と信頼に応え

る町政の推進、さらに住みよい豊能町のま

ちづくりと町の活性化に向けた取り組みが

必要と考えております。 

  このような状況を踏まえ、平成２７年度

の予算編成方針においては「人口の減少及

び少子化に対応する施策」、「教育の充実、

子育て支援にかかる施策」、「地域防災力
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の向上にかかる施策」に重点をおきました。 

  平成２７年度予算案。 

  平成２７年１月１４日に平成２７年度の

政府予算案が閣議決定されました。基本方

針では、財政健全化と経済再生が相互に寄

与する「好循環を作り出す」路線を明示し、

国・地方の基礎的財政収支（プライマリー

バランス）の赤字にかかる財政健全化目標

について「着実に達成するよう最大限努力

する」としており、高齢化に伴い増大する

社会保障費については「自然増も含め聖域

なく見直す」とし、消費税率１０％への引

き上げ時に実施する予定だった子育て支援

や医療など社会保障充実策の優先順位付け

を行ったうえで、「可能な限り、予定通り

実施する」としています。 

  その一方で、中長期的な経済発展のため、

地方創生、女性の活躍推進などは「強力に

推進する」との方針を打ち出しながら、

「１ 復興の加速化」・「２ 経済の再

生」・「３ 地方の創生」・「４ 女性が

輝く社会の実現」・「５ 教育の再生」な

どを重要な政策上の柱としています。 

  そのような状況の中、本町の財政状況は、

平成２２年度から実行してきた「財政再建

計画」に基づき職員給与などの人件費カッ

トや事務事業の見直しを行ってきたことに

加え、普通交付税の増などにより、平成２

５年度決算では、経常収支比率が９1.０％

と前年度比3.５％改善しております。 

  しかしながら、積年の課題であるダイオ

キシン対策の問題も残っており、また、自

主財源の大半を占める町税が人口減少や高

齢化により毎年大幅に減少していることな

ど、依然として非常に厳しい財政運営とな

っています。 

  さらに、国においては、地方交付税総額

を減額することから、本町への影響も少な

くないものと思われますが、平成２７年度

予算案は、「まちの創生と健全な財政運営

の達成を同時に目指す」ことを原則としつ

つ、経常的経費のさらなる削減と歳入の確

保を進め、限りある財源を住民サービスの

充実と町の活性化策に重点的に配分する編

成としました。 

  例えば、地方版「まち・ひと・しごと創

生総合戦略」の推進、乳幼児等医療費助成

の拡充、小中一貫教育等の充実、留守家庭

児童育成室の対象の拡充などによる教育・

子育て支援の充実を図るとともに、自主防

災組織への防災資器材等の購入助成や消防

署タンク車の更新整備等に加え、住民を対

象とした防災出前講座や避難訓練等を実施

し、地域防災力の向上と住民の安全・安心

の確保、吉川支所庁舎の改修による長寿命

化と利便性の向上を周辺整備とあわせて実

施し、さらなる住民サービスの向上に向け

た取り組みを行います。 

  本町の平成２７年度当初予算案の総額は、

一般会計６２億3,５００万円、特別会計６

３億6,６７７万7,０００円、水道事業会計

１１億８０９万4,０００円、合計１３７億

９８７万1,０００円であります。 

  以下、第４次豊能町総合計画に掲げてお

ります６つの基本目標と方向性の項目に区

分して、平成２７年度の町政運営の方針と

事業の内容につきまして、順次ご説明申し

上げます。 

  目標１「住民と行政との信頼・協働によ

るまちづくり」について。 

  住民の参画と協働のまちづくりの推進に

向け、社会福祉協議会等との連携強化やシ

ルバー人材センターの活用のほか、ＮＰＯ

団体とも連携を進めていきます。 

  町の情報発信については、リニューアル

されたホームページなどを最大限に活用し、

町の魅力発信に努めます。 

  また、イメージキャラクターとよのんの
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活動を通じ、町の様々な魅力や特性を町内

外に効果的・積極的に発信・ＰＲしていき

ます。 

  のせでんアートライン事業につきまして

は、能勢電鉄が主体となって実行委員会形

式で実施するアート事業に参画することで、

アートを活かした集客と地域の活性化を図

ります。 

  高山右近没後４００年の年にあたり、住

民が主体となった顕彰事業等に町としても

積極的に連携することにより、高山右近と

町のＰＲを行ってまいります。 

  ふるさと寄付につきましては、豊能町を

知っていただき、応援していただけるよう

ホームページやチラシを活用し、町内外へ

情報発信を行うとともに、これまでに寄付

をいただいた方々にも引き続き町を応援し

ていただけるよう、寄付金の活用内容など

を発信していきます。 

  まち・ひと・しごと創生法に基づく、地

方版総合戦略につきましては、「地方人口

ビジョン」により人口の将来展望を定め、

目標の達成に資する平成２８年度から５か

年の基本的な方向、具体的な施策をとりま

とめてまいります。 

  吉川支所につきましては、耐震診断の結

果、耐震性に問題がなかったものの、経年

による老朽化が著しいことから、庁舎の改

修工事を実施し、新たに多目的トイレの設

置や省エネ化・長寿命化を図ってまいりま

す。 

  さらに、旧吉川幼稚園を解体し、その跡

地を駐車場として整備してまいります。ま

た、支所との間にスロープを設置して、来

庁者の利便性向上を図り、今後も良好な住

民サービスを継続して提供してまいります。 

  目標２「地域で育て、地域で育つ、人を

大切にするまちづくり」について。 

  教育・子育てについては「地方教育行政

の組織及び運営に関する法律の一部を改正

する法律」が平成２７年４月１日より施行

されることから、本町におきましても、そ

の法律の本旨である地方教育行政における

責任を明確化し、あわせて迅速な危機管理

体制の構築を図るとともに町としての教育

大綱を策定するための「総合教育会議」を

設置します。さらに、改正法に基づく新た

な教育長を任命し、教育行政の充実を図っ

てまいります。 

  子ども・子育て支援新制度が平成２７年

４月からスタートするにあたり、子ども・

子育て支援法に基づき、留守家庭児童育成

室の対象を小学校１年生から６年生まで拡

充するとともに、保育所・こども園におい

て一時預かりを実施してまいります。 

  地域で安心して子育てができる環境づく

りのために、毎月１９日を「育児の日」と

して、妊娠期・子育て期の親世代だけでな

く、幅広い世代を対象に育児講座等を実施

し、子育てを応援するまちづくりを目指し

てまいります。 

  乳幼児等医療費の助成につきましては、

現在の制度は、通院については「小学校就

学前まで」、入院については「中学校卒業

まで」でしたが、入院・通院ともに「１８

歳到達の年度末まで」大幅に拡大し、新た

に「子ども医療費助成」として、保護者等

の医療費負担の軽減を図ります。 

  小中一貫教育等の充実につきましては、

これまで取り組んできた小中一貫教育をさ

らに推進し、加えて保育・幼児教育との連

携も視野に入れるとともに、少子化等に伴

い児童生徒数が減少している状態を踏まえ、

今後の保育・教育施設のあり方について総

合的に検討を進めます。 

  小学校の給食調理業務につきましては、

職員の配置状況を踏まえ、これまでと同様

の自校調理方式を堅持しつつ、民間委託を
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順次行ってまいります。 

  小中学校施設の修繕につきましては、防

災機能強化のため、光風台小学校及び吉川

中学校各体育館の吊り天井の撤去を行いま

す。さらに東能勢中学校において、北館の

屋上防水工事等を実施します。 

  中学校情報機器更新につきましては、中

学校の情報教室の老朽化したパソコンの更

新を行うとともに、生徒の学習意欲を引き

出すよう、ＩＴ機器を活用した、わかりや

すい授業の充実を図ります。 

  生涯学習のさらなる推進と地域全体で子

どもを育む環境づくりを支援するために、

児童・生徒と社会教育関係団体及び公民館

利用団体とが交流できる場を提供してまい

ります。 

  音楽ふれあい事業として、吹奏楽を通し

た音楽鑑賞や楽器体験により情操教育の推

進をさらに図るとともに、親子のふれあい

を含めた子育て支援を行ってまいります。 

  図書館創立３０周年を迎えるにあたり、

人々の暮らしに役立ち、必要とされる図書

館のさらなる発展を目指すため、回顧展の

開催や、子どもの読書環境の向上並びに読

書活動の土台をより強固にするため、絵本

の紹介冊子を作成し、子育て支援の推進を

図ってまいります。また、老朽化した屋上

の防水工事を行うことにより、建物や図書、

機器等の財産を守るとともに、館内の読書

環境の改善を図ってまいります。 

  人権啓発の推進につきましては、豊能町

人権尊重のまちづくり条例の目的である

「あらゆる差別をなくし人権意識の高揚を

図り、すべての町民の基本的人権が尊重さ

れる明るく住みよいまちづくり」を目指し、

引き続き取り組みを進めてまいります。 

  目標３「豊かな自然景観・田園風景が生

きるまちづくり」について。 

  資源循環型社会の構築につきましては、

ごみ減量化・再資源化を図るため、廃棄物

減量等推進員をはじめとする住民や町内事

業者の方々と連携を深め、減量の具体的な

方法を例示するなどして、ごみ減量・資源

化街頭ＰＲ等の啓発を引き続き積極的に実

施してまいります。 

  ごみ処理基本計画につきましては、現計

画が平成２８年度までの計画であることか

ら平成２７年・２８年の２か年で、平成２

９年度から平成３８年度までの１０年間の

計画を策定してまいります。 

  家庭ごみにつきましては、平成２０年１

０月に豊能町廃棄物減量等推進審議会から

「有料化が適当である」とする答申を受け、

平成２３年４月より粗大ごみの有料化を実

施してきたところです。今後は、可燃ご

み・不燃ごみについて有料化の検討をして

まいります。 

  ダイオキシン類汚染物につきましては、

豊能郡環境施設組合が国や大阪府と連携し

て、安全・確実に無害化処理ができるよう

取り組んでいるところであり、町としても

早期解決に向けて、最大限努力してまいり

ます。 

  目標４「元気で暮らせる支え合いのまち

づくり」について。 

  健康寿命の延伸のための取り組みの一つ

として、歩くことを通じて健康をつくる

「ウエルネスウオーキング～１日１万歩運

動～」を実施し、「毎月２５日」を豊能町

ウオーキングデーとするなど住民の皆さま

が健康で生きがいを持ち、豊かな生活を送

ることにより、生活習慣病の予防や介護予

防につなげてまいります。 

  また、この取り組みを進めるため、老朽

化した歩道舗装面の補修を行い、安全で快

適な歩行空間の確保に努めます。 

  健康づくりの推進につきましては、住民

が自ら健康に関する意識を育み、健やかに
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生活することを目標に、一人ひとりが主体

的に健康づくりに取り組めるよう、各種健

（検）診・予防接種・体力づくり・母子保

健・歯科保健などの充実を図り、住民の健

康づくりを推進します。 

  高齢者の生活支援につきましては、高齢

者が可能な限り住み慣れた地域で自立した

日常生活を営むことができるよう、地域住

民が参画した地域ケア会議を開催し、多様

な生活支援や介護サービスを提供できる体

制づくりを進めてまいります。 

  また、第６期豊能町高齢者福祉計画及び

介護保険事業計画に基づき、地域包括ケア

システムを構築し、地域の実情に応じた高

齢者保健福祉や介護保険サービスの充実を

図ってまいります。 

  高齢者等外出支援の公用車（おでかけく

ん）につきましては、車輌を更新し、引き

続き予約・運行業務の委託を行い、外出が

困難な高齢者および身体障害者に対し、介

護予防、健康づくり、生きがいづくりを推

進してまいります。 

  高齢者見守りネットワーク事業につきま

しては、引き続き、町と民間事業者が連携

して日ごろの業務中に気づいた高齢者の異

変等を通報し、地域の高齢者の「さりげな

い見守り」を行うセーフティネットの輪を

広げます。 

  障害福祉については、第４期障害福祉計

画に基づき、障害福祉関連制度の適切な情

報提供に努めるとともに、町内外の障害福

祉関連施設や事業所などを有効に活用する

ことにより障害福祉サービスの充実に努め

ます。 

  目標５「活力のあるまちづくり」につい

て高齢化が進む農村では、人手不足などの

理由で遊休農地の増加が問題となっていま

す。これら遊休農地の再生や農地の維持保

全活動をボランティアの方の協力も得て地

域の人々とともに進めてまいります。食の

安全・安心に関心が高まる中、食の重要性

を認識するため、都市と農村の交流事業と

して農作業体験事業を参加者主体で実施し、

作物の栽培をとおして農業を実感する機会

を設けてまいります。 

  地元で生産されたものを地元で消費する

という地産地消事業のさらなる推進のため

に、学校給食への地元食材の供給などに生

産者とともに取り組んでまいります。 

  農空間の保全につきましては、多面的機

能支払交付金を活用し、農業者と農業者以

外の方との協働による農空間の維持管理活

動、環境保全や多面的機能の増進を図る活

動を行う団体を支援してまいります。 

  高山コミュニティセンター「右近の郷」

につきましては、指定管理者が「右近の

郷」を活用し、家族参加型のイベントや地

域に根差した交流拠点づくりをとおして、

農業振興及び町全体の活性化等、新たな事

業の展開を進めてまいります。 

  森林の有する多面的な機能を維持・増進

させ、健全な森林を育成するため、除間伐

等の造林事業について、補助事業を活用し、

森林組合と連携をしながら実施します。 

  鹿・猪による農作物等への被害は、深刻

な問題であることから、有害鳥獣捕獲によ

る個体数の調整を引き続き猟友会の協力の

もと実施します。 

  アライグマによる農作物被害については、

捕獲用檻を増備し引き続き農家等に貸し出

し、個体数の減少に取り組みます。 

  観光振興につきましては、観光ボランテ

ィアの育成など積極的に活動されている観

光協会や豊能地区広域観光推進協議会、大

阪府が進めている「大阪ミュージアム構

想」と連携を図り、町の資源である自然・

歴史・文化や特産品などを広く町内外にＰ

Ｒすることで、多くの人に町を訪れていた
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だけるよう取り組んでまいります。 

  目標６「安全・安心のまちづくり」につ

いて。 

  災害対策の推進につきましては、「自ら

の命は自ら守る」という考えのもと、「防

災・減災」を目的として、「人と人との

絆」「地域の絆」の重要性を認識していた

だくとともに、自助・共助の意識向上を図

ってまいります。 

  阪神淡路大震災や東日本大震災を経験し、

住民の防災意識が高まっていること、また

近年各地で発生している大規模な土砂災害

を踏まえ、町においても住民を対象とした

防災出前講座や避難訓練等を実施していき

ます。また、居住地の危険性の実態を知っ

ていただくために、土砂災害等に対応した

ハザードマップを住民との協働で作成する

とともに、それらを活かした訓練を実施す

ることとあわせて自治会を母体とした自主

防災組織に対して、防災資器材等の購入補

助を行うことにより地域防災力の向上を図

ってまいります。 

  昨年２月２５日に木代地内で発生した土

砂の崩落事故をうけ、土砂等による土地の

埋立てに対して規制を行い、災害の発生を

防止し、良好な環境を保全するとともに住

民の安全を確保してまいります。 

  消防力の強化については、火災や事故等

のあらゆる災害に対して、住民が安全で安

心して暮らせる町づくりを推進するため、

消防署や消防団の活動が迅速かつ円滑に行

われるよう消防タンク車や分団ポンプ車の

更新を行うなど資器材の整備を実施します。 

  救命・救急業務につきましては、多発す

る消防・救急事案に対応するため、住民を

対象とした各種講習会を実施し、広く住民

に対する応急手当等の普及啓発活動を行い

ます。また、年々増加傾向にある救急事案

については、府民相談窓口である「大阪救

急安心センター」と連携を図り適正な救急

活動に努めます。 

  子どもを犯罪から守る地域の見守りにつ

きましては、地域に根差し、特色ある防犯

活動に取り組む防犯ボランティア団体に対

し、補助や支援を行ってまいります。 

  安心できる住まいの確保につきましては、

住宅の耐震診断、耐震設計・改修に対して、

費用の一部を補助し、地震に対する安全性

の向上を図ってまいります。 

  住民の高齢化が進み、高齢者を狙う悪質

商法や架空・不当請求などが後を絶たない

状況で、その手法も複雑多様化しています。

最新の被害情報収集を行い、出前講座等に

よる啓発活動の充実とともに、消費生活の

相談日を１日増やし週４日とし相談体制の

強化に努めてまいります。 

  定住人口の維持・増加を図り、バランス

のとれた人口構成の実現や地域社会の活性

化を図るため、豊能町に住む親世帯と同居

または近居するために転入する子世帯の住

宅取得およびリフォーム工事費用の一部を

助成する「いっしょに住マイル助成事業」

を行ってまいります。 

  また、新名神高速道路のインターチェン

ジが町の隣接地に設置され、豊能町へのア

クセスが向上することから、町の活性化に

つながるよう今後とも引き続き情報収集や

関係各所への要望をしてまいります。 

  ときわ台駅につきましては、平成２６年

度策定の駅周辺等整備方針を踏まえ、駅施

設のバリアフリー化や駅前ロータリーの再

整備によるターミナル化など、総合的な整

備に向けた取り組みを推進してまいります。 

  地域公共交通につきましては、定住化の

促進と高齢者にやさしいまちづくりを目指

した基本構想に基づき、阪急バス北大阪ネ

オポリス線箕面トンネル経由便や箕面森町

線延伸実現などの交通施策推進に引き続き
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取り組んでまいります。 

  光風台駅前エスカレーターにつきまして

は、平成２６年度の調査により判明した課

題への対応について、早急に検討してまい

ります。 

  上水道事業につきましては、平成２５年

度に実施した第２期水道施設耐震診断の結

果に基づき、新光風台高区配水池耐震補強

工事や高山配水池耐震補強実施設計を行い

ます。また、電気計装設備の更新や引き続

き漏水対策事業を行い、安定・安心な給水

の確保に努めます。 

  下水道事業につきましては、老朽管渠の

補修工事を順次行っていきます。また、料

金改定を４月に実施しますが、今後も経費

の削減や効率的な維持管理に努めるととも

に、衛生的な環境を守ります。 

  社会保障・税番号制度の開始にともなう

番号の通知につきましては、平成２７年１

０月に全ての国民に番号が付番され、国と

の情報連携は平成２９年１月から、地方公

共団体との情報連携は平成２９年７月から

の開始が予定されており、本町においても

情報連携の実現に向けた関係システムの改

修を順次進めてまいります。 

  また、地域イントラネットの更新につき

ましては、メインサポートが終了するサー

バ群およびクライアント等を最新の技術を

取り入れ更新します。 

  むすびに。 

  以上、新年度のまちづくりに臨む私の所

信の一端と本議会に提案しております平成

２７年度予算案の主な施策の概要について

申し上げました。 

  新年度は、「第４次豊能町総合計画」が

スタートして５年目となります。 

  先見性とスピード感を持ち、広域行政も

推進しながら、住民の皆さまと協働による

まちづくりを進め、自助・共助・公助の機

運の醸成を図り、総合計画がめざすまちの

将来像「人とみどりが輝くまち とよの」

の実現に向けて、職員一丸となって住民の

期待と信頼に応えてまいります。 

  これからの町政運営にあたりまして、議

員の皆さまの一層のご理解・ご協力と、住

民の皆さまの積極的なまちづくりへの参画

を心からお願い申し上げます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  この際、暫時休憩いたします。 

  議員の皆様は議員総会を行いますので、

会議室のほうにお集まりください。 

（午前１０時０６分 休憩） 

（午前１１時１３分 再開） 

○議長（竹谷 勝君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  お諮りいたします。日程の順序を変更さ

せていただきたいと思います。 

  第１号議案から第４号議案までについて、

本日、あす、一議事一処理で予定をしてお

りましたけども。 

（発言する者あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  本日、予定をしておりましたけども、教

育委員会制度の理解を深めるために最終日

に日程を変更して、一議事一処理で進めた

いと思います。これに御異議ございません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  ではそのようにさせていただきますので、

よろしくお願いをいたします。 

  次に、日程第８「第５号議案 豊能町子

どものための教育・保育給付に関する利用

者負担額を定める条例制定の件」を議題と

いたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  今中教育次長。 
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○教育次長（今中泰行君） 

  皆様、こんにちは。 

  それでは、第５号議案、豊能町子どもの

ための教育・保育給付に関する利用者負担

額を定める条例の制定につきまして御説明

申し上げます。 

  本件は、平成２４年８月に成立しました

子ども・子育て関連３法の一つであります

子ども・子育て支援法に基づき、教育・保

育給付を受ける幼稚園、保育所及び認定こ

ども園や小規模保育施設において就学前の

子どもが教育・保育のサービスを受けた場

合の保護者の利用者負担額について必要な

事項を定めるものでございます。 

  第５号議案及び概要資料をお開きくださ

い。 

  まず、趣旨、第１条でございますが、子

ども・子育て支援法に基づく子どものため

の教育・保育給付に関する利用者が負担す

べき費用について必要な事項を定めること

としております。 

  第２条、定義でございます。この条例の

用語の意義は、子ども・子育て支援法の定

めるところによります。 

  第３条からの利用者負担額ですが、まず

第１項では、法第２７条第３項第２号それ

から第２８条第２項の各号、第２９条第３

項第２号、第３０条第２項各号及び法附則

第９条第１項各号で規定しております、支

給認定保護者の属する世帯の所得の状況そ

の他の事情を勘案して町が定める額、これ

を以下「利用者負担額」という。という表

現をしておりますが、それぞれ当該規定の

政令で定める額を限度としまして、規則で

定めるものとしております。 

  第２項としまして、法附則第６条第４項

に規定する額におきましても、規則で定め

ることとしております。 

  概要資料をごらんください。 

  第３条第１項に規定する法の各条項につ

いてでございます。 

  第２７条第３項第２号は、施設給付費に

係ります利用者負担額の規定で、これは幼

稚園、保育所、認定こども園の施設で、支

給認定を受けた子どもたちが教育・保育サ

ービスを受けた場合の利用者負担額を規定

するものでございます。 

  それから、第２８条第２項の各号で、第

１号は特定教育・保育施設、第２号は特別

利用保育、それから第３号は特別利用教育、

これらは全て特例施設型給付費と申しまし

て、それらに係る利用者負担額を規定する

ものでございます。例えば、幼稚園、保育

所、こども園において緊急やむを得ない事

情により保育・教育の認定前に緊急に教

育・保育を受けた場合、これを特例といい

ます。また、幼稚園での教育を受ける１号

認定の子どもが保育所で保育を受けた場合、

それから保育を受ける２号認定の子どもが

幼稚園で教育を受けた場合の利用者負担額、

こういったものを規定しているものでござ

います。 

  次の第２９条第３項第２号は、地域型保

育給付に係ります利用者負担額を規定する

もので、利用定員が原則２０人を下回る小

規模の保育事業者が、ゼロ歳から２歳まで

の子どもで３号の保育認定の子どもを保育

した場合の利用者負担額を規定するもので

ございます。 

  次に、第３０条第２項の各号で、第１号

は特定地域型保育、それから第２号は特別

利用地域型保育、第３号は特定利用地域型

保育、それから第４号は特例保育の特例地

域型保育給付に係る利用者負担額を規定す

るもので、２０人を下回る小規模の保育事

業者において緊急やむを得ない場合、また、

保育の認定を受けた子どもが緊急やむを得

ず保育を受けた場合、幼稚園で教育を受け
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る１号認定の子どもが保育を受けた場合、

それから保育を受ける３歳から５歳の２号

認定の子どもが保育を受けた場合、それか

ら特定教育・保育及び特定地域型保育の確

保が著しく困難である離島とかその他の地

域で特例保育を受けた場合が第４号の特例

保育の利用者負担額を規定するものでござ

います。 

  次に、法附則第９条第１項各号でござい

ますが、これは私立幼稚園に関する利用者

負担額を規定するものでございます。 

  次に、第３条第２項でございますが、こ

れは法附則第６条第４項に規定する私立保

育所に関する利用者負担額について規定す

るものでございます。これは教育・保育給

付の制度では、本来は事業者が保護者から

保育料を徴収し、市町村は国が定める保育

の費用額から利用者負担額を差し引いて給

付費を支給するものでございますが、私立

保育所については当分の間、国が定める保

育の費用総額を事業者に給付費として支給

し、市町村が保護者から保育料を徴収する

こととする規定でございます。この場合の

利用者負担額を規定するものでございます。 

  次に、第４条、利用者負担額の減免では、

町長は、災害その他の理由により特に必要

があると認めるときは、利用者負担額を減

額し、または免除することができる旨を規

定しております。 

  第５条、委任事項でございます。この条

例の施行に関して、徴収に関することでご

ざいますが、必要な事項は規則で定めるこ

とを規定しております。 

  次に、条例案の附則でございます。 

  第１項としまして、本条例の施行日は、

支援法の施行日である平成２７年４月１日

からとするものでございます。 

  第２項及び第３項としまして、本条例の

制定に伴いまして、豊能町立保育所条例及

び豊能町立幼稚園条例の保育料に係ります

規定は、この条例で定めます利用者負担額

とする旨の改正を行うものでございます。 

  その中で、附則の中でうたっております

保育所条例の第５条第２項でございます延

長保育料について、前項の改正で町長が定

める保育料の規定がなくなるものでござい

まして、第２項で、規則で定める旨を新た

に規定しております。 

  次の第３項では、第２項を入れたことに

より項の番号がずれたものでございます。 

  次に、附則第３項でございます。豊能町

立幼稚園条例でございますが、第６条第１

項において幼稚園の保育料を１人年額１２

万円とする規定を、本条例で定めます利用

者負担額を保育料として規定するものでご

ざいます。 

  第２項で、現在の幼稚園の保育料は年額

として規定をしておりますが、利用者負担

額は子ども・子育て支援法の趣旨により月

額で規定する予定でありますことから、保

育料の月割額の規定を削除するものでござ

います。 

  説明は以上でございます。御審議の上御

決定賜りますよう、よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  日程第９「第６号議案 豊能町指定介護

予防支援事業の人員及び運営並びに指定介

護予防支援等に係る介護予防のための効果

的な支援の方法に関する基準等を定める条

例制定の件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  第６号議案、豊能町指定介護予防支援等

の事業の人員及び運営並びに指定介護予防

支援等に係る介護予防のための効果的な支

援の方法に関する基準等を定める条例制定
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の件につきまして、説明を申し上げます。 

  本件につきましては、地域の自主性及び

自立性を高めるための改革の推進を図るた

めの関係法律の整備に関する法律による介

護保険法の一部改正に伴い、これまで厚生

労働省令で定められておりました指定介護

予防支援等の事業の人員及び運営並びに指

定介護予防支援等に係る介護予防のための

効果的な支援の方法に関する基準等につい

て、市町村の条例で定めることとなったこ

とから、本町におきましても新たに条例を

制定し、必要な事項を定めるものでござい

ます。 

  では、条例案の内容について説明をいた

します。 

  第１条で、町が指定介護予防支援事業等

に関する基準等について定めるとするこの

条例の趣旨を、第２条で、条例で定める基

準は基本的には厚生労働省令で定められて

いる基準に準拠すると定めるものでござい

ますが、ただし書きといたしまして、サー

ビス記録の保存年限について５年と定める

ものでございます。 

  第３条で、条例以外で必要な事項は町長

が別に定めるとする委任規定を定めており

ます。 

  なお、附則といたしまして、この条例は

平成２７年４月１日から施行し、第２条た

だし書きの規定は、施行日までに保存期間

が満了していない記録とする適用区分を規

定するものです。 

  説明は以上でございます。御審議を賜り

御決定いただきますよう、よろしくお願い

申し上げます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  日程第１０「第７号議案 豊能町地域包

括支援センターの人員及び運営に関する基

準を定める条例制定の件」を議題といたし

ます。 

  提案理由の説明を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  第７号議案、豊能町地域包括支援センタ

ーの人員及び運営に関する基準を定める条

例制定の件につきまして、提案理由の説明

を申し上げます。 

  本件につきましては、地域の自主性及び

自立性を高めるための改革の推進を図るた

めの関係法律の整備に関する法律による介

護保険法の一部改正に伴い、これまで介護

保険法施行規則、厚生労働省令で定めてお

りました地域包括支援センターに係る包括

的事業を実施するために必要なものに関す

る基準について、市町村の条例で定めるこ

ととなったことから、本町におきましても

新たに条例を制定し、必要な事項を定める

ものでございます。 

  では、条例の内容について説明をいたし

ます。 

  第１条は、地域包括支援センターの職員

及び運営に関する基準を定めるとするこの

条例の趣旨を、第２条は、この条例におけ

る用語の意義を、第３条は、地域包括支援

センターの職員が協働して包括的支援事業

を実施する基本方針を、第４条は、職員に

係る基準及び職員の員数を、第５条では、

地域包括支援センター運営協議会の意見を

踏まえ、適切、公正かつ中立な運営を確保

することを、第６条は、この条例の施行に

関し必要な事項は規則で定めるとする委任

規定となっております。 

  なお、この条例は、平成２７年４月１日

から施行いたします。 

  説明は以上でございます。御審議を賜り

御決定いただきますよう、よろしくお願い

申し上げます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  日程第１１「第８号議案 豊能町土砂等
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による土地の埋立て等の規制に関する条例

制定の件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 

  それでは、第８号議案、豊能町土砂等に

よる土地の埋立て等の規制に関する条例制

定の件について御説明申し上げます。 

  議案書２０ページをごらんください。 

  豊能町土砂等による土地埋立て等の規制

に関する条例を次のように定めるものでご

ざいます。 

  提案理由は、町の良好な自然環境と生活

環境を保全するとともに、土壌の汚染、土

砂等の崩落や飛散等による災害の発生を防

止し、町民生活の安全を確保するため、土

地の埋立て等に対する必要な規制を定める

ものです。 

  それでは、条例の内容について御説明申

し上げます。 

  第１条においては、条例の目的を環境保

全と災害の発生の防止としています。 

  第２条では用語の定義を行っており、条

例の適用を受ける埋立等の行為を特定事業

と位置づけ、その特定事業の用に供する区

域の面積が５００平方メートル以上3,００

０平方メートル未満の行為を条例の対象と

しております。なお、3,０００平方メート

ル以上の行為については府条例の適用とな

ります。 

  また、小規模な行為地で１カ所では５０

０平方メートルに満たない行為であっても、

隣接等をし一団と認められる場合は条例を

適用します。 

  第３条は、町の責務規定であり、町は災

害の発生防止のため、埋立等の状況を把握

する体制を整備するとともに、必要な施策

を総合的に推進するものとします。 

  第４条から第６条は埋立等を行う者、土

砂等を発生させる者、土地所有者等の責務

規定であります。 

  第７条において、特定事業を行おうとす

る者は、事前に許可を受けなければならな

いものとし、例外的に許可の要らない特定

事業を列挙しております。 

  第８条から第１０条は、第７条の許可を

受けるための申請に必要な町長との事前協

議、住民への周知及び土地所有者等の同意

要件を定めるものです。 

  第１１条は、許可の申請時に提出する必

要な書面、書類の規定を定めるものです。

なお、申請は町長との事前協議が調ってか

ら１年以内に行わなければならないことと

しています。 

  第１２条は、許可をするための必要条件

を規定しており、この条例に違反し、罰則

を受け、３年が経過していない者、暴力団

員や暴力団員密接関係者、この条例により

許可を取り消されて３年を経過していない

者、不正または不誠実な行為を行うおそれ

のある者などに該当しないこと、特定事業

が３年以内に完了すること、事業排水の検

査ができるようになっていること、災害の

発生を防止するための埋立の構造になって

いること及び申請者は埋立等を的確に行う

資力があることなどを要件としております。 

  第１３条は特定事業の許可に際し必要な

条件を付すことができる趣旨の規定をして

おります。 

  第１４条は、特定事業の許可を受けた者

は、災害の発生防止のための必要な措置を

講じることを規定し、第１５条においては、

許可を受けた内容の変更の手続を定め、変

更においても当初許可申請と同様の手続が

必要なことを規定しております。 

  第１６条から第１９条は、特定事業を行

っている間に行うべき届け出や報告事項を

定めており、その結果土壌汚染のおそれ等
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必要があると認めるときには、第２０条に

おいて土壌の検査ができることとしており

ます。 

  第２１条では特定事業の標識の掲示を、

第２２条では特定事業の使用された土砂等

の土量の報告を定めております。 

  第２３条、第２４条では、特定事業の廃

止、休止、完了及び終了の規定をしており、

廃止等を行う場合には廃止等を行おうとす

る日の２カ月前までに特定事業による災害

の発生を防止するための措置に係る工程等

を届け出、それに基づき措置しなければな

らないことと定めております。 

  第２５条では名義貸しの禁止を、第２６

条では相続等の規定に定めております。 

  第２７条は、許可基準、許可条件または

災害等により人の人命、身体もしくは財産

等を害する事態が生じるおそれがあるとき

には必要な措置を講じるよう勧告すること

ができることを定めており、それに従わな

いときには第２８条において命令をするこ

とができると定めております。 

  第２９条は、許可の取り消し要件を、不

正な手段で許可を取得したときや命令違反

などとし定めております。 

  第３０条では関係書類の保存義務を定め、

第３１条においては土地所有者に対し、施

行条件の把握と災害の発生のおそれのある

ときにはみずから特定事業を行っている者

に対して中止を求めるなどを行うとともに、

関係機関に通報することとしております。 

  また、第３２条において、災害の発生を

防止するための措置を講じるよう命令する

ことができると定めております。 

  第３３条、第３４条では、関係機関への

協力要請等必要な報告と資料提出の規定を

定め、第３５条において職員の立入検査権

を規定し、第３６条においては違反者等の

氏名や違反の内容を公表できることとして

います。 

  第３８条から第４２条において、条例の

実効性を担保するため、１年以下の懲役ま

たは１００万円以下の罰金刑の規定を設け

ております。 

  なお、附則において、この条例は平成２

７年７月１日に施行することとし、施行の

際、現に特定事業を行っている者に対して

は６カ月間の猶予規定を定めております。 

  説明は以上でございます。御審議の上御

決定いただきますよう、よろしくお願いい

たします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  日程第１２「第９号議案 豊能町行政手

続条例改正の件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  第９号議案、豊能町行政手続条例改正の

件について御説明申し上げます。 

  議案書の３７ページから４０ページをお

開き願います。また、条例の概要説明資料

並びに新旧対照表もあわせて御参照お願い

いたします。 

  本件は、行政手続法の改正により行政指

導の中止等の求めの手続、処分等の求めの

手続等が定められたことに伴い、法が適用

されない町の機関が行う行政指導の中止等

の求めの手続、条例等に基づく処分等の求

めの手続等について、改正法と同様の規定

を定めるものでございます。 

  以下、概要説明資料に沿って御説明を申

し上げます。 

  改正の概要は大きく二つの項目がござい

ます。一つは行政指導の中止等の求めにつ

いてでございます。 

  まず、法律または条例に基づいて法令に

違反する行為の是正を求める行政指導を受

けた者が、当該行政指導が法律または条例
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の要件に適合しないと思う場合には、町の

機関に対しその旨を申し出て、行政指導の

中止その他必要な措置をとることを求める

ことができるようにするための手続を定め

るものでございます。 

  また、町の機関は、ただいま申し上げた

申し出があったときは、必要な調査を行い、

当該申し出に係る行政指導が法律または条

例の要件に適合しないと認めるときは、当

該行政指導の中止その他必要な措置をとら

なければならないこととするものでござい

ます。 

  二つ目は処分等の求めについてでござい

ます。 

  何人も、法令に違反する事実がある場合

において、その是正のための条例等に基づ

く処分または法律もしくは条例に基づく行

政指導がされていないと思う場合には、処

分をする権限を有する行政庁または行政指

導をする権限を有する町の機関に対し、そ

の旨を申し出て、処分または行政指導をす

ることを求めることができるようにするた

めの手続を定めるものでございます。 

  また、行政庁または町の機関は、ただい

ま申し上げた申し出があったときは、必要

な調査を行い、その結果に基づき必要があ

ると認めるときは、当該処分または行政指

導をしなければならないこととするもので

ございます。 

  なお、行政指導の方式についてでござい

ますが、行政指導に携わる者は、当該行政

指導をする際に、町の機関が許認可等をす

る権限または許認可等に基づく処分をする

権限を行使し得る旨を示すときは、その相

手方に対して、当該権限を行使し得る根拠

となる法令の条項等を示さなければならな

いこととするものでございます。 

  最後に附則でございますが、この条例は

平成２７年４月１日から施行することとし、

税条例及び国民健康保険税条例の条ずれに

伴う整備を行うものでございます。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定賜りますよう、よろしくお願い申

し上げます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  日程第１３「第１０号議案 豊能町一般

職の職員の給与に関する条例改正の件」を

議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  第１０号議案、豊能町一般職の職員の給

与に関する条例改正の件について御説明申

し上げます。 

  議案書の４１ページから４２ページをお

開き願います。また、条例の概要説明資料

並びに新旧対照表もあわせて御参照お願い

いたします。 

  本件は、職員の給与に関する条例、これ

は大阪府条例でございますが、その適用を

受けていた職員が、新たに条例の適用を受

けることとなった場合の給料月額等の特例

措置を設けるものでございます。 

  改正の内容でございますが、附則に三つ

の項を加えるもので、附則第２１項は、併

任職員の給料月額の特例として、併任職員

の給料月額は、その者が引き続き大阪府の

給与条例の適用を受けたものとした場合と

の権衡を失しないよう、町長が別に決定す

ることができるとするものでございます。 

  附則第２２項は、割愛した指導主事の給

料月額の特例として、大阪府の給与条例の

教育職給料表の適用を受けていた職員が引

き続き同じ適用を受けたものとした場合と

の権衡を失しないよう、町長が別に決定す

ることができるとするものでございます。 

  附則第２３項は、併任職員に支給する地

域手当の特例として、給料と同様、町長が
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別に決定することができるとするものでご

ざいます。 

  なお、この条例は平成２７年４月１日か

ら施行いたします。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定賜りますよう、よろしくお願い申

し上げます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  日程第１４「第１１号議案 職員の管理

職手当に関する条例改正の件」を議題とい

たします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  第１１号議案、職員の管理職手当に関す

る条例改正の件について御説明申し上げま

す。 

  議案書の４３ページから４４ページをお

開き願います。また、条例の概要説明資料

並びに新旧対照表もあわせて御参照お願い

いたします。 

  本件は、行財政改革の一環として平成２

７年４月１日から平成２９年３月３１日ま

での間、管理職手当の支給月額を減額する

とともに、職の支給月額の見直しを行うも

のでございます。 

  改正の内容でございますが、１点目は支

給月額の減額でございます。減額率は、部

長等、理事、次長が１５％、課長等が１

０％、主幹が７％でございまして、部長等

は５万8,０００円を４万9,３００円に、理

事は５万5,０００円を４万6,７５０円に、

次長は５万円を４万2,５００円に、課長等

は４万円を３万6,０００円に、主幹は３万8,

０００円を３万5,３４０円に、それぞれ減

額するものでございます。 

  なお、減額率、金額とも現行の時限条例

と同じ内容であり、さらに２年延長するも

のでございます。 

  削減の効果額は２年間で約５３３万円で

ございます。 

  改正の２点目は、職の支給月額の見直し

でございます。 

  消防署長の支給月額を職責を踏まえ改定

するもので、課長級から次長級に改め、４

万円を５万円とするものでございますが、

減額措置期間中は１５％カットの４万2,５

００円を支給するものでございます。 

  なお、この条例は平成２７年４月１日か

ら施行いたします。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定賜りますよう、よろしくお願い申

し上げます。 

（発言する者あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  暫時休憩します。 

（午前１１時４６分 休憩） 

（午前１１時４７分 再開） 

○議長（竹谷 勝君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、日程第１５「第１２号議案 職員

の退職手当に関する条例改正の件」を議題

といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  第１２号議案、職員の退職手当に関する

条例改正の件について御説明申し上げます。 

  議案書の４５ページから５３ページをお

開き願います。また、条例の概要説明資料

並びに新旧対照表もあわせて御参照お願い

いたします。 

  本件は、国家公務員退職手当法の改正内

容に準じ、定年前早期退職者に対する退職

手当の基本額に係る特例を拡充するととも

に、退職手当の調整月額の改定等を行うも

のでございます。 

  改正の内容でございますが、概要説明資
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料に沿って御説明を申し上げます。 

  １点目は、定年前早期退職者に対する退

職手当の基本額に係る特例、つまり割増率

等の拡充でございます。対象となる年齢を

５０歳以上から４５歳以上に引き下げ、退

職時と定年までの残年数１年当たりの割増

率を年２％から年３％に引き上げ、勤続期

間の条件を２５年以上から２０年以上に引

き下げるものでございます。 

  ２点目は、早期退職希望者の募集に関す

る規定の整備でございます。現行の勧奨退

職制度にかえて、募集の実施要項の記載事

項等を定めるとともに、実施に当たっての

必要な事項を定めるものでございます。 

  ３点目は、退職手当の調整額の改定でご

ざいます。退職前の職責、職務の級に応じ

て退職前５年分を加算する調整月額を改定

するもので、第１号区分の７級から第５号

区分の３級まで、それぞれ調整月額を改定

するものでございます。 

  なお、この条例は平成２７年４月１日か

ら施行いたします。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定賜りますよう、よろしくお願い申

し上げます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  日程第１６「第１３号議案 豊能町立認

定こども園条例改正の件」を議題といたし

ます。 

  提案理由の説明を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  それでは、第１３号議案、豊能町立認定

こども園条例の一部改正につきまして御説

明申し上げます。 

  本件は、平成２４年８月に成立した子ど

も・子育て関連三法の一つであります、就

学前の子どもに関する教育、保育等の総合

的な提供の推進に関する法律の一部改正に

伴いまして、豊能町立認定こども園を幼保

連携型認定こども園とするため、関係規定

について所要の改正を行うものでございま

す。 

  第１３号議案概要資料をお開きください。 

  まず、設置、第１条第１項でございます。

法の改正によりまして、認定こども園を定

義する条項が、法の根拠が改正されたため、

ふたば園を改正前の法第７条１項で定義す

る認定こども園から、改正後の法第２条第

７項で規定する幼稚園、保育所、既存の幼

稚園、保育所とは法的に別の施設とした幼

保連携型認定こども園と位置づけるもので

ございます。 

  第２条、定義でございます。この条例の

用語の意義は、子ども・子育て支援法の定

めるところによるものでございます。 

  同条の第２項では、現在のふたば園は豊

能町立保育所条例でふたば保育所、それか

ら豊能町立幼稚園条例でふたば幼稚園を、

それぞれ個別の保育・教育施設として位置

づけた上で２施設を幼保一元化した幼保連

携型の認定こども園としていたものを、今

回一体の独立した施設としてふたば園を位

置づけるため、構成する施設の名称を削除

するものでございます。 

  第２条、利用定員、それから第４条、入

園の決定、それから第６条、保育料の減免、

第７条、休園または退園については、改正

前条例ではそれぞれ保育所条例、幼稚園条

例によることを規定しておりましたが、今

回、一体の独立した施設とした認定こども

園条例とすることから、条例規定を定める

ものでございます。 

  第３条、事業の内容でございます。第１

項では改正法に規定する教育・保育の目標

及び保護者に対する子育ての支援について、

事業内容を規定するものでございます。 

  第５条、保育料ですが、４月から子ど
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も・子育て支援法に基づく教育・保育に係

る給付制度となります保育所それから幼稚

園、認定こども園等の施設を利用する際の

利用者負担額を定める条例を今議会に第５

号議案で上程しております。第５条第１項

で、その条例で規定する額を豊能町立認定

こども園の保育料とするものでございます。 

  同条第２項では、幼稚園教育を受ける園

児が利用する預かり保育の保育料につきま

して、豊能町立幼稚園条例で規定する預か

り保育料と同じとするものでございます。 

  同条第３項では、保育を受ける園児が利

用する延長保育の保育料について、豊能町

立保育所条例で規定する延長保育料と同じ

ものとするものでございます。 

  第８条、委任事項でございます。この条

例に定めるもののほかは規則で定めるもの

でございます。 

  附則でございます。附則の第１項、本条

例の施行日を子ども・子育て支援法の施行

日である平成２７年４月１日とするもので

ございます。 

  附則の第２項及び第３項では、本条例案

第１条の改正理由により、豊能町立保育所

条例及び豊能町立幼稚園条例から、それぞ

れ、豊能町立ふたば保育所及び豊能町立ふ

たば幼稚園の名称及び位置の規定を削除す

るものでございます。 

  説明は以上です。御審議の上、御決定賜

りますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  日程第１７「第１４号議案 豊能町乳幼

児等の医療費の助成に関する条例等改正の

件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  それでは、第１４号議案、豊能町乳幼児

等の医療費の助成に関する条例等改正の件

につきまして、提案理由の説明をさせてい

ただきます。 

  今回の改正は、在宅医療との公平性の観

点から、乳幼児等、ひとり親家庭、障害者

の各医療費助成において、入院時食事療養

費の助成を廃止するとともに、乳幼児等の

保護者の医療費負担の軽減を図るため、入

院・通院ともに対象を１８歳到達の年度末

までに引き上げるほか、保護者の所得によ

る助成の制限をしないこととするため、所

要の改正を行うものでございます。 

  説明資料の条例の概要及び新旧対照表を

ごらんください。 

  はじめに、これまで乳幼児等の医療費助

成では１５歳年度末、ひとり親家庭並びに

障害者の医療費助成では１８歳年度末まで

助成しておりました入院時食事療養費の規

定を廃止するものでございます。 

  次に、乳幼児等の医療費の助成に関する

条例におきまして、第２条第２項の児童の

定義を、満１８歳に達した日以降における

最初の３月末日を経過するまでの者を言う

と改めることで、対象年齢を引き上げ、さ

らに第３条対象者の規定から保護者の前年

中の所得の条文を削除することで所得制限

を撤廃するものでございます。 

  なお、附則といたしまして、この条例の

施行は平成２７年７月１日からとし、また、

経過措置としてこの条例の施行期日前に係

る医療費については、なお従前の例による

こととしております。 

  説明は以上でございます。御審議を賜り、

御決定賜りますよう、よろしくお願い申し

上げます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  日程第１８「第１５号議案 豊能町介護

保険条例改正の件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  木田生活福祉部長。 
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○生活福祉部長（木田正裕君） 

  第１５号議案、豊能町介護保険条例改正

の件につきまして、提案理由の説明を申し

上げます。 

  今回の改正は、第６期介護保険事業計画

期間である平成２７年度から平成２９年度

までの３年間について、介護保険の適正な

運営を図るため、第１号被保険者の介護保

険料率を改定するとともに、低所得者層へ

の対策として所得区分の細分化を行うもの

及び介護予防、日常生活支援総合事業の実

施時期の猶予を定めるものでございます。 

  それでは、概要説明資料及び新旧対照表

をごらんください。 

  まず、第７条、保険料率の期間を平成２

７年度から平成２９年度に改めます。 

  次に、第７条の各号は、第１号から順に

各段階における保険料となり、第５期では

８段階プラス特例２段階だったものを、第

６期では１２段階とするため、第１段階で

あります第７条第１号の額を２万7,０２８

円に改め、順に第２段階では４万2,０４４

円に、第３段階は４万5,０４８円に、第４

段階は５万4,０５７円に、基準額となりま

す第５段階は６万６４円に、第６段階は７

万2,０７６円に、第７段階は７万8,０８３

円に、第８段階は８万1,０８６円に、第９

段階は９万3,０９９円に、第１０段階は１

０万8,１１５円に、第１１段階は１１万1,

１１８円に、第１２段階は１２万１２８円

にそれぞれ改めるものでございます。 

  次に、介護予防・日常生活支援総合事業

の実施を平成２９年４月１日から行い、平

成２７年度、２８年度は行わないこととす

る実施猶予の規定を附則第８条として加え

るものでございます。 

  なお、附則でございますが、第１項とし

て施行日は平成２７年４月１日から施行す

るものといたします。 

  第２項として、改正後の保険料は平成２

７年度から適用し、平成２６年度以前の保

険料は従前の保険料とするものでございま

す。 

  説明は以上でございます。御審議をいた

だき御決定賜りますよう、よろしくお願い

申し上げます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  日程第１９「第１６号議案 大阪府豊能

地区教職員人事協議会規約の変更に関する

協議について」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  それでは、第１６号議案、大阪府豊能地

区教職員人事協議会規約の変更に関する協

議について御説明申し上げます。 

  本件は、地方自治法第２５２条の６の規

定によりその例によることとされている同

法第２５２条の２第１項の規定により、大

阪府豊能地区教職員人事協議会規約の一部

を変更する規約について関係市町と協議す

るため、同法第２５２条の２第３項の規定

により提案するものでございます。 

  規約の一部変更は、大阪府豊能地区教職

員人事協議会規約において会長を定めます

が、会長は豊中市、池田市、箕面市、豊能

町、能勢町の３市２町の教育委員会の委員

長のうちから選出することとしておりまし

た。地方教育行政の組織及び運営に関する

法律の一部を改正する法律が平成２７年４

月１日から施行され、教育委員会の委員長

が廃止されることに伴い、協議会会長の選

出方法及びこれに伴う諸規定について、所

要の改正を行うものでございます。 

  新旧対照表をごらんください。 

  第６条、組織でございますが、豊能地区

３市２町の５人の教育長で組織するものと

するものです。 
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  第７条、会長でございます。５人の教育

長のうちから選出するものでございます。 

  第８条、協議会委員は、会長の属する市

または町を除いた教育委員会の教育長をも

って当てるものでございます。 

  第１３条、会議の運営、第１３条第３項

で、３市２町の教育委員会の教育長の全員

の一致をもって決することを規定するもの

でございます。 

  第１４条、幹事会は、３市２町の教育委

員会の教育長をもって組織することを規定

するものでございます。 

  附則でございます。附則第１項では、こ

の規約は平成２７年４月１日から施行する

こととしております。 

  附則第２項では、平成２７年４月１日以

降、委員長が在籍する市または町がある場

合は、委員長を会長の候補者とし、それ以

外の市または町は新教育長を候補者として

会長の選出を行うことを規定しております。 

  附則第３項では、附則第２項の規定に基

づき、教育委員会の委員長が在籍する市ま

たは町の教育委員会の委員長が会長である

場合は現行の体制のままとなる旨を規定し

ています。 

  附則第４項では、施行日の前日において

会長であった者が法の規定により施行日に

会長でなくなった場合は、会長が属してい

た市または町の教育長とする旨を規定して

います。 

  附則第５項では、附則第４項で選任され

た会長の任期は、平成２８年３月３１日ま

でとすることを規定しております。 

  説明は以上でございます。御審議の上、

御決定賜りますよう、よろしくお願いしま

す。 

○議長（竹谷 勝君） 

  この際、暫時休憩いたします。 

  再開は、午後１時といたします。 

（午後０時０５分 休憩） 

（午後１時００分 再開） 

○副議長（橋本謙司君） 

  それでは、休憩前に引き続き会議を開き

ます。 

  日程第２０「第１７号議案 平成２６年

度豊能町一般会計補正予算の件」を議題と

いたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  中井副町長。 

○副町長（中井勝次君） 

  第１７号議案、平成２６年度豊能町一般

会計補正予算の件について、御説明申し上

げます。 

  補正予算書の１ページをお開き願います。 

  一般会計補正予算（第７回）でございま

す。 

  第１条といたしまして、歳入歳出の総額

から、それぞれ7,１３６万円を減額し、歳

入歳出それぞれ６６億7,０５５万6,０００

円とするものでございます。 

  補正の款項の区分、金額は、２ページか

ら３ページの第１表のとおりでございます。 

  次に第２条の継続費の補正ですが、４ペ

ージをお開き願います。 

  消防費の、消防庁舎新築移転工事事業で

すが、旧消防庁舎跡地の整備が今年度内に

完了できないため、平成２６年度の年割額

を全額、平成２７年度に変更するものでご

ざいます。 

  次に、第３条の繰越明許費の補正ですが、

５ページをごらん願います。 

  総務費、総務管理費の非常用発電設備整

備事業と民生費、社会福祉費の地域福祉計

画見直し事業につきましては、いずれも今

年度内に事業を完了することができないた

め、その全額を翌年度に繰り越すものでご

ざいます。 

  防犯灯事務事業は、防犯灯のＬＥＤ化に
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係る補助金ですが、未実施の自治会がある

ことから、残額を翌年度に繰り越すもので

ございます。 

  次に、第４条の債務負担行為の補正です

が、６ページをお開き願います。 

  今年度に起こしました九つの債務負担行

為につきまして、いずれも事業費が確定し

たため減額するものでございます。 

  それでは、今回の補正内容について、ま

ず歳出から御説明申し上げます。 

  なお、今回の補正は事業費の確定に伴う

不用額の減額と、歳入の確定に伴う財源振

替を行いますが、それら不用額と財源振替

の説明は省略させていただきます。不用額

のうち社会保障税番号制度、いわゆるマイ

ナンバー制度対応システム改修事業に係る

経費につきましては、今回の補正で減額し、

改めて平成２７年度当初予算に計上いたし

ております。 

  それでは、１４ページをお開き願います。 

  総務費、総務管理費、一般管理費の人件

費事業ですが、勧奨退職などの退職手当を

増額するものでございます。 

  次に、１５ページをお願いいたします。 

  防災諸費の防災対策事業につきましては、

先ほど繰越明許費のところで申し上げまし

た非常用発電設備整備事業ですが、今年度

に行いました入札が不調となり、設計内容

と積算を精査した結果、設計業務を委託し

工事費を追加することとしたため、増額す

るものでございます。 

  次に、１６ページをお開き願います。 

  民生費、社会福祉費、社会福祉総務費の

国民健康保険特別会計事業勘定繰出金事業

でございますが、国保に係る歳入の増額に

より、繰出金を増額するものでございます。 

  歳出については以上でございます。 

  次に歳入について御説明申し上げます。 

  １０ページへお戻り願います。 

  １０ページの国庫支出金、国庫負担金か

ら１２ページの府支出金、府補助金までは、

いずれも事業費の確定による補正でござい

ます。 

  次に、１２ページの財産収入でございま

すが、町有地売却の入札を行いましたが、

応札者がなかったため減額するものでござ

います。 

  なお、本件につきましては改めて平成２

７年度当初予算に計上いたしております。 

  １３ページをごらんください。 

  財政調整基金繰入金でございますが、今

回の補正の財源調整のため減額するもので

ございます。 

  御説明は以上でございます。御審議いた

だき御決定いただきますよう、よろしくお

願い申し上げます。 

○副議長（橋本謙司君） 

  日程第２１「第１８号議案 平成２６年

度豊能町国民健康保険特別会計事業勘定補

正予算の件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  第１８号議案、平成２６年度豊能町国民

健康保険特別会計事業勘定補正予算（第３

回）について、提案理由を説明させていた

だきます。 

  今回の補正は、保険基盤安定繰入金負担

金の額の確定による財源振替するもの及び

社会保障税番号制度、いわゆるマイナンバ

ー制度対応システム改修事業に係る経費に

ついて、今年度中に執行することができな

いため、減額補正するものです。 

  補正予算書の１ページをお開き願います。 

  既定の歳入歳出予算の総額からそれぞれ

１７２万8,０００円を減額し、歳入歳出予

算の総額をそれぞれ２９億3,５４７万8,０

００円とするものであります。 
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  それでは、歳出より説明をさせていただ

きます。７ページをお開きください。 

  款１・総務費、項１・総務管理費、目

１・一般管理費の国民健康保険事務事業１

７２万8,０００円は、マイナンバー対応シ

ステム改修経費を減額補正するものです。 

  続いて、歳入の説明をさせていただきま

す。５ページをお開きください。 

  目１・一般被保険者国民健康保険税５９

３万円の減額は、６ページの保険基盤安定

繰入金の増額に振りかえるものです。 

  ５ページ下段の目２・社会保障税番号制

度補助金１１５万2,０００円と、６ページ

の目１・一般会計繰入金のうち職員給与費

等繰入金５７万6,０００円を合わせて１７

２万８，０００円の減額は、歳出で説明を

いたしましたマイナンバーシステム対応経

費の財源としていたもので、歳出と同額を

減額補正するものでございます。 

  説明は以上です。御審議をいただき御決

定賜りますよう、よろしくお願い申し上げ

ます。 

○副議長（橋本謙司君） 

  日程第２２「第１９号議案 平成２６年

度豊能町後期高齢者医療特別会計補正予算

の件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  第１９号議案、平成２６年度豊能町後期

高齢者医療特別会計事業勘定補正予算（第

１回）について提案理由を説明させていた

だきます。 

  今回の補正は、マイナンバーに関連する

システム改修経費について、今年度中に施

行することができないため、予定していた

経費の全額を減額するものでございます。 

  補正予算書の１ページをお開き願います。 

  既定の歳入歳出予算の総額からそれぞれ

８６万4,０００円を減額し、予算の総額を

それぞれ３億8,７８２万7,０００円とする

ものでございます。 

  それでは、歳出より説明させていただき

ます。お手元の補正予算書６ページをお開

きください。 

  款１・総務費、項１・総務管理費、目

１・一般管理費の後期高齢者医療事務事業

業務委託料８６万4,０００円は、マイナン

バー関連のシステム改修を予定した経費を

減額補正するものです。 

  続いて、歳入の説明をさせていただきま

す。５ページをお開きください。 

  款３・繰入金、目１・事務費繰入金は、

システム改修に係る町の負担分で、全額を

減額補正するものです。 

  説明は以上でございます。御審議をいた

だき御決定賜りますよう、よろしくお願い

申し上げます。 

○副議長（橋本謙司君） 

  日程第２３「第２０号議案 平成２６年

度豊能町介護保険特別会計事業勘定補正予

算の件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  それでは、第２０号議案、平成２６年度

豊能町介護保険特別会計事業勘定補正予算

（第３回）について、提案理由を説明させ

ていただきます。 

  今回の補正は、マイナンバーに関連する

システム改修経費について、今年度中に施

行することができないため、予定していた

経費の全額を減額するものでございます。 

  補正予算書の１ページをお開き願います。 

  既定の歳入歳出予算の総額からそれぞれ

２１６万円を減額し、予算の総額をそれぞ

れ１９億2,０６５万9,０００円とするもの

でございます。 
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  それでは、歳出より説明をさせていただ

きます。お手元の補正予算書６ページをお

開きください。 

  款１・総務費、項１・総務管理費、目

１・一般管理費の介護保険事務事業業務委

託料２１６万円は、マイナンバー関連のシ

ステム改修を予定していた経費を減額補正

するものです。 

  続いて、歳入の説明をさせていただきま

す。５ページをお開きください。 

  款３・国庫支出金、目４・介護保険事業

費国庫補助金１４４万円は、歳出で御説明

いたしましたシステム改修費に係る国の補

助金で、下段の目４・その他一般会計繰入

金は、同じく町の負担分で、どちらも全額

を減額補正するものでございます。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定賜りますよう、よろしくお願い申

し上げます。 

○副議長（橋本謙司君） 

  日程第２４「第２１号議案 平成２６年

度豊能町下水道事業特別会計補正予算の

件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  高上下水道部長。 

○上下水道部長（高 秀雄君） 

  それでは、第２１号議案、平成２６年度

豊能町下水道事業特別会計補正予算（第２

回）につきまして御説明申し上げます。 

  補正予算書の１ページをお開き願います。 

  第１条で、歳入歳出予算補正につきまし

ては、既定の歳入歳出予算の総額からそれ

ぞれ１７３万6,０００円を減額し、歳入歳

出それぞれ５億5,７２９万3,０００円とす

るものでございます。 

  歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当

該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額を２ページから３ページに記載

しております。 

  次に、第２条で、継続費の補正について、

４ページの継続費補正で、総額を２億円、

年度を平成２５年度から平成２６年度へ補

正するものであります。これは、概算設計

の内容を精査することによる減額と、交付

金申請時に国より２カ年での工事完了する

よう指導があり、工事を前倒ししたことに

より年度を変更するものでございます。 

  第３条で、債務負担行為の補正について、

５ページの債務負担行為で１万8,０００円

を減額するもので、平成２７年１０月より

消費税１０％を見込んでおりましたが、先

送りされたことから減額するものでござい

ます。 

  第４条で、地方債の補正について、６ペ

ージの地方債補正で、限度額を1,５９０万

円に変更するもので、原田処理場の建設負

担金の減額によるものでございます。 

  それでは、歳出より御説明申し上げます。

１１ページをお開き願います。 

  款１・下水道費、項１・下水道管理費で1,

０００万円の増額でございます。これは、

１２月議会でお認めいただきました公共下

水道水洗便所改造資金貸付基金条例廃止に

伴い、下水道債管理基金に積み立てるもの

でございます。 

  次に、項２・下水道整備費で、猪名川流

域下水道事業建設負担金を減額するもので

ございます。これは、原田処理場改修工事

の国庫補助金が満額確保できなかったこと

から、事業の見送りや出来高を減じたこと

によるものでございます。 

  続きまして、歳入の御説明をいたします。

９ページをお開き願います。 

  款２・使用料及び手数料、項１・使用料

で２３万6,０００円を減額するものでござ

います。 

  次に、款５・繰入金、項２・基金繰入金

で1,０００万円を増額するものでございま
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す。これは、歳出で御説明しましたように、

公共下水道水洗便所改造資金貸付基金条例

廃止に伴い繰入を行うものでございます。 

  １０ページをお開き願います。 

  款８・町債ですが、歳出で御説明いたし

ました猪名川流域下水道事業建設負担金減

額に伴うものでございます。 

  説明は以上でございます。よろしく御審

議賜りまして御決定いただきますよう、お

願い申し上げます。 

○副議長（橋本謙司君） 

  日程第２５「第２２号議案 平成２７年

度豊能町一般会計予算の件」を議題といた

します。 

  提案理由の説明を求めます。 

  中井副町長。 

○副町長（中井勝次君） 

  第２２号議案、平成２７年度豊能町一般

会計予算の件につきまして御説明申し上げ

ます。 

  予算書の５ページをお開き願います。 

  第１条といたしまして、歳入歳出予算の

総額を６２億3,５００万円と定めるもので

ございます。これは、対前年度1,５００万

円の減、率にして0.２％の減でございます。 

  予算の款項の区分、金額は、６ページか

ら１２ページの「第１表 歳入歳出予算」

によります。 

  次に、第２条といたしまして継続費でご

ざいますが、１３ページをお開き願います。 

  「第２表 継続費」のとおり、ごみ処理

基本計画策定事業の総額及び年割額を定め

るものでございます。 

  次に、第３条といたしまして、債務負担

行為でございます。１４ページをお開き願

います。 

  「第３表 債務負担行為」のとおり、人

事給与システム更新事業から小中学校情報

機器更新事業まで、九つの事業につきまし

て、債務負担行為の期間、限度額を定める

ものでございます。 

  次に、第４条といたしまして、地方債で

ございます。１５ページをお開き願います。 

  「第４表 地方債」のとおり、町道等維

持補修事業債から１６ページの臨時財政対

策債まで、八つの事業につきまして、限度

額、起債の方法、利率及び償還の方法を定

めるものでございます。 

  恐れ入ります、５ページにお戻り願いま

す。 

  第５条といたしまして、一時借入金でご

ざいますが、最高額を５億円と定めるもの

でございます。 

  第６条といたしまして、予算の流用でご

ざいますが、給料、職員手当及び共済費に

係る予算額に過不足を生じた場合に、同一

款内で各項間の流用ができると定めるもの

でございます。 

  それでは、当初予算の概要について、ま

ず歳出から御説明申し上げます。 

  なお、主な事業につきまして、別冊の当

初予算説明資料に掲載しておりますので、

説明を省略させていただきます。 

  予算書の２１ページをお開き願います。 

  款の予算額が前年度と比べ増減が大きい

ものについて、その主な要因を申し上げま

す。 

  款１・議会費は省略させていただきます。 

  款２・総務費は９億7,０４２万7,０００

円で、対前年度１億2,３９４万円の減でご

ざいます。これは、吉川支所及び周辺整備

事業や大阪府議会議員選挙、大阪府知事選

挙などが増となる一方、退職手当、住民情

報システムの更新、大阪府防災行政無線の

整備などの減により、総額では減額となる

ものでございます。 

  次に、款３・民生費は１７億5,２４０万5,

０００円で、対前年度4,６８３万6,０００
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円の増でございます。これは臨時福祉給付

金及び子育て世帯臨時特例給付金給付事業

が減となるものの、障害者自立支援事業や

子ども医療費助成事業が増となるため、総

額では増額となるものでございます。 

  款４・衛生費は８億9,６７４万4,０００

円で、対前年度3,３１８万4,０００円の増

でございます。これは、豊能郡環境施設組

合負担金や上下水道事業補助金が増となる

ものでございます。 

  款５・労働費、款６・農林水産業費及び

款７・商工費は省略させていただきます。 

  款８・土木費は３億9,４６３万9,０００

円で、対前年度5,６６５万8,０００円の減

でございます。これは、町道維持管理事業

や土木総務費の人件費などが増となるもの

の、下水道事業特別会計への繰出金が減と

なったため、総額では減額となるものでご

ざいます。 

  款９・消防費は４億5,２１４万1,０００

円で、対前年度１億９４万2,０００円の増

でございます。これは、消防署及び消防団

の消防車両を買いかえることにより増額と

なるものでございます。 

  次に、款１０・教育費は９億5,１３８万2,

０００円で、対前年度5,６５５万4,０００

円の増でございます。これは、主に光風台

小学校及び吉川中学校の体育館天井落下防

止工事の施工と、子ども・子育て支援事業

の増が要因でございます。 

  歳出の御説明は以上でございます。次に

歳入について御説明申し上げます。 

  １９ページをお開き願います。 

  歳入におきましても、款の予算額が前年

度と比べ増減が大きいものについて、その

主な要因を申し上げます。 

  款１・町税は１８億7,８５３万3,０００

円で、対前年度7,８２５万8,０００円の減

でございます。これは主に個人の町民税の

減と固定資産税の減によるものでございま

す。 

  款２・地方譲与税から款１１・交通安全

対策特別交付金は、いずれも国府の財政見

込みを反映したものですが、款６の地方消

費税交付金は１億7,９４６万8,０００円で、

対前年度1,５９６万8,０００円の増、款１

０の地方交付税は１９億3,８００万円で、

対前年度4,２００万円の減でございます。 

  次に、款１２・分担金及び負担金は9,５

９８万5,０００円で、対前年度９２９万円

の増でございます。これは主に、消防署の

消防車両買いかえにより、箕面市の負担金

が増となるものでございます。 

  款１３・使用料及び手数料は省略させて

いただきます。 

  次に、款１４・国庫支出金はほとんど増

減がありませんが、障害者自立支援給付費、

社会保障税番号制度関係事業費、社会資本

整備総合交付金が増となる一方、臨時福祉

給付金、子育て世帯臨時特例給付金が減と

なり、総額ではほぼ同額となるものでござ

います。 

  次に、２０ページをお開き願います。 

  款１５・府支出金は３億5,０６７万1,０

００円で、対前年度4,０２６万5,０００円

の増でございます。これは主に障害者自立

支援給付費や大阪府議会議員選挙及び大阪

府知事選挙による増でございます。 

  款１６・財産収入、款１７・寄附金は省

略させていただきます。 

  款１８・繰入金は５億5,９５８万円で、

対前年度１億７４４万2,０００円の増でご

ざいます。これは公共施設整備基金繰入金

や退職手当基金繰入金が減少したものの、

財政調整基金繰入金が増加したことにより

ます。 

  なお、充当先は別冊の当初予算説明資料

に掲載しておりますので、御参照願います。 
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  款１９・繰越金、款２０・諸収入は省略

させていただきます。 

  款２１・町債は５億1,８０８万円で、対

前年度5,２６１万4,０００円の減でござい

ます。これは消防車両の買いかえにより消

防債は増となるものの、臨時財政対策債が

減となったため、総額では減額となるもの

でございます。なお、町債残高見込み額は

予算書の１５７ページに掲載しております

ので、御参照願います。 

  御説明は以上でございます。御審議いた

だき御決定賜りますよう、よろしくお願い

申し上げます。 

○副議長（橋本謙司君） 

  日程第２６「第２３号議案 平成２７年

度豊能町国民健康保険特別会計事業勘定予

算の件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  それでは、第２３号議案、平成２７年度

豊能町国民健康保険特別会計事業勘定予算

の件につきまして、提案理由の説明をさせ

ていただきます。 

  予算書の１６３ページをお開き願います。 

  第１条といたしまして、歳入歳出の予算

の総額を、それぞれ３５億1,４７６万5,０

００円と定めるものでございます。 

  第２条は、地方自治法第２３５条の２第

２項の規定による一時借入金の借り入れの

最高額は２億円と定めるものでございます。 

  第３条につきましては、地方自治法第２

２０条第２項ただし書きの規定により、歳

出予算の各項の経費の金額を流用すること

ができるものにつきまして定めるものでご

ざいます。 

  それでは内容につきまして、歳出から、

主なものにつきまして説明をいたします。 

  １８４ページをお開き願います。 

  １８５ページにかけての款１・総務費、

項１・総務管理費の3,２９８万9,０００円

は人件費と事務費、大阪府国保連合会との

電算処理に要する経費及び連合会への負担

金でございます。 

  次の、款１・総務費、項２・徴税費７１

万5,０００円でございますが、保険税の賦

課徴収事務に係る経費でございます。 

  １８６ページから１８７ページにかけま

しての款２・保険給付費、項１・療養諸費

でありますが、計１７億9,９７０万円で、

対前年度比0.９％減であり、平成２６年度

の医療費などを勘案し予算計上しておりま

す。 

  次の款２・保険給付費、項２・高額療養

費２億6,６６９万3,０００円につきまして

も、平成２６年度の医療費を勘案し計上し

ております。 

  １９１ページをごらん願います。 

  款３・後期高齢者支援金等でございます

が、後期高齢者医療制度に係る支援金３億5,

２５０万1,０００円を計上しております。 

  １９３ページをお開き願います。 

  款６・介護納付金１億2,２６７万4,００

０円でございますが、これは介護保険に係

る負担分としまして第２号被保険者の保険

税と国庫負担金等を合わせまして、社会保

険診療報酬支払基金に対し拠出する経費で

ございます。 

  次の１９４ページにかけての款７・共同

事業拠出金７億7,８４８万8,０００円でご

ざいますが、大阪府内の全ての市町村が拠

出する財源により費用負担を調整する再保

険事業の拠出金でございます。平成２６年

度までは１件３０万円以上の高額な医療費

を対象にしていたものが、平成２７年度か

らは１円以上、つまり全ての医療費を対象

とするため、拠出金の積算方法が見直され、

対前年度比１６3.３％増となっております。 
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  １９５ページの款８・保健事業費、項

１・特定健康診査等事業費でございますが、

1,８５０万9,０００円計上しております。

これは医療保険者に義務づけられました生

活習慣病予防に対する特定健診と保健指導

に係る費用でございます。 

  １９９ページをお開き願います。 

  款１１・諸支出金、項２・繰出金３７４

万9,０００円ですが、国保診療所施設勘定

特別会計への繰出金で、特別調整交付金と

して国より交付される額を繰り出すもので

ございます。 

  歳出は以上です。 

  続きまして、歳入の主なものを御説明申

し上げます。 

  戻っていただきまして、１７３ページか

ら１７４ページをお開き願います。 

  款１・国民健康保険税でありますが、対

前年度比9.５％減の６億7,３５６万4,００

０円を計上しております。これは、平成２

６年度で保険税率を改定したものの、所得

の伸びが予想を下回った実績から勘案した

ものでございます。 

  １７５ページの款３・国庫支出金、項

１・国庫負担金３億5,１３５万円でござい

ますが、目１・療養給付費等負担金につき

まして、保険給付費、老人保健拠出金、後

期高齢者支援金並びに介護納付金に対する

定率負担分でございます。 

  また、目２・高額医療費共同事業負担金

は、高額医療費共同事業拠出金の４分の１

に当たる負担金でございます。 

  次の項２・国庫補助金、目１・財政調整

交付金9,６８５万円ですが、普通調整交付

金は主に財政負担能力を考慮して配分され

るものであり、市町村間の財政力の不均衡

を調整するため交付されるものでございま

す。 

  また、特別調整交付金は、市町村の特殊

事情がある場合に考慮して交付されるもの

でございます。 

  次に、１７６ページの款４・療養給付費

等交付金１億4,１９３万1,０００円でござ

いますが、退職被保険者等に係る給付費に

対しての交付金でございます。 

  次の款５・前期高齢者交付金１２億9,６

９４万1,０００円は、前期高齢者の加入率

及び給付額に対しての交付金でございます

が、対前年度比３3.１％と大幅な増となっ

ております。 

  １７７ページをごらん願います。 

  款６・府支出金、項２・府補助金、目

２・都道府県財政調整交付金１億4,７２５

万5,０００円でございますが、保険給付費

等に対しての交付金でございます。 

  １７８ページをごらん願います。 

  款７・共同事業交付金、目２・保険財政

共同安定化事業交付金５億8,８２７万9,０

００円は、都道府県単位で実施いたします

保険財政共同安定化事業拠出金に対しての

交付金で、対前年度比２４6.２％の大幅な

増となっております。 

  次の１７９ページ、款８・繰入金、目

１・一般会計繰入金１億2,８５９万5,００

０円でございますが、保険基盤安定繰入金

や地方交付税に算入される分等を一般会計

から繰り入れするものでございます。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定賜りますよう、よろしくお願い申

し上げます。 

○副議長（橋本謙司君） 

  日程第２７「第２４号議案 平成２７年

度豊能町国民健康保険特別会計診療所施設

勘定予算の件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  それでは、第２４号議案、平成２７年度
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豊能町国民健康保険特別会計診療所施設勘

定予算の件につきまして、提案理由の説明

を申し上げます。 

  予算書の２０９ページをお開き願います。 

  第１条といたしまして、歳入歳出予算の

総額をそれぞれ１億８８９万2,０００円と

定めるものでございます。 

  第２条は、地方自治法第２３５条の３第

２項の規定による一時借入金の借り入れの

最高額は5,０００万円と定めるものでござ

います。 

  第３条につきましては、地方自治法第２

２０条第２項ただし書きの規定による、歳

出予算の各項の経費の金額を流用すること

ができるものにつきまして定めるものでご

ざいます。 

  それでは内容につきまして、まず歳出か

ら、その主なものにつきまして説明をいた

します。 

  ２２３、２２４ページをごらん願います。 

  款１・総務費、項１・総務管理費、目

１・一般管理費の5,８５６万9,０００円は、

主に職員人件費及び診療所の運営管理費に

要する経費でございます。 

  次に２２５ページから２２６ページの款

２・医業費4,２６９万2,０００円は、診療

に要する各種検査や歯科技工等の委託料及

び医薬品、また内科・歯科電子カルテ用コ

ンピュータのシステム保守等の経費を計上

しております。 

  次の２２７ページにかけての款３・公債

費でございますが、７４９万7,０００円計

上しております。これは、診療所建設起債

に対します償還金でございます。 

  歳出は以上でございます。 

  次に、歳入の説明をいたします。 

  戻っていただき、２１８ページをごらん

願います。 

  款１・診療収入の項２・外来収入の予算

でございますが、7,１７５万5,０００円、

また、２１９ページの項３・その他の診療

報酬として諸検査等収入1,１５０万円を計

上しております。 

  次に２２１ページの款５・繰入金、項

１・繰入金は、一般会計から2,１０２万円、

そして僻地診療所施設の運営補助といたし

まして３７４万9,０００円を国民健康保険

特別会計から、それぞれ繰り入れをするも

のでございます。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定賜りますよう、よろしくお願い申

し上げます。 

○副議長（橋本謙司君） 

  日程第２８「第２５号議案 平成２７年

度豊能町後期高齢者医療特別会計予算の

件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  それでは、第２５号議案、平成２７年度

豊能町後期高齢者医療特別会計予算の件に

つきまして、提案理由の説明を申し上げま

す。 

  お手元の予算書２３９ページをお開き願

います。 

  第１条といたしまして、歳入歳出予算の

総額をそれぞれ３億8,３８８万9,０００円

と定めるものでございます。 

  それでは、内容につきまして、まず歳出

から主なものにつきまして説明を申し上げ

ます。 

  ２５１ページをお開き願います。 

  款１・総務費は、電算機器の保守管理委

託と保険料徴収の事務経費が主なものでご

ざいますが、マイナンバー対応システム改

修経費として業務委託料３１２万9,０００

円を計上しております。 

  次に、２５２ページの款２・後期高齢者
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医療広域連合納付金３億7,５７１万4,００

０円は、保険料徴収分等を広域連合に納付

する負担金でございます。 

  続きまして、歳入の主なものを説明申し

上げます。 

  戻っていただきまして、２４７ページを

お開き願います。 

  款１・後期高齢者医療保険料は、特別徴

収、普通徴収を合わせまして３億3,０６９

万円の保険料を見込んでおります。 

  ２４８ページをごらん願います。 

  款３・繰入金、項１・一般会計繰入金は、

目１・事務費分といたしまして４００万9,

０００円を、また、歳出で説明いたしまし

たマイナンバー対応システム改修経費の町

負担分として３１２万9,０００円、さらに

目２・政令軽減分である保険基盤安定繰入

金を4,５０２万1,０００円計上しておりま

す。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き決定賜りますよう、よろしくお願い申し

上げます。 

○副議長（橋本謙司君） 

  日程第２９「第２６号議案 平成２７年

度豊能町介護保険特別会計事業勘定予算の

件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  木田生活福祉部長。 

○生活福祉部長（木田正裕君） 

  それでは、第２６号議案、平成２７年度

豊能町介護保険特別会計事業勘定予算の件

につきまして、提案理由の説明を申し上げ

ます。 

  お手元の予算書２５７ページをお開き願

います。 

  第１条といたしまして、歳入歳出の予算

の総額をそれぞれ１８億9,３６４万6,００

０円と定めるものでございます。 

  第２条は、地方自治法第２３５条の３第

２項の規定による一時借入金の借入限度額

を１億円と定めるものでございます。 

  また、第３条は、歳出予算の流用につい

て、給料、職員手当、共済費及び保険給付

費に係る予算額に過不足が生じる場合にお

ける同一款内での流用ができることを定め

るものでございます。 

  内容につきまして、歳出から、その主な

ものにつきまして説明を申し上げます。 

  ２７５、２７６ページをお開き願います。 

  款１・総務費、項１・総務管理費、目

１・一般管理費4,３８７万9,０００円でご

ざいますが、この経費の主なものは職員人

件費と介護保険システム使用料等に係る経

費でございます。 

  ２７７ページをお開き願います。 

  項３・介護認定審査会費、目１・認定調

査等費1,４２１万9,０００円は、主治医意

見書作成の手数料や、業務委託料の要介護

認定調査委託料等の経費でございます。 

  また、目２・介護認定審査会共同設置負

担金1,２３４万7,０００円でございますが、

これにつきましては、池田市、能勢町、豊

能町の１市２町によります認定審査会の負

担金でございます。 

  ２７９ページから２８５ページにかけて

の款２・保険給付費でございますが、平成

２７年度から平成２９年度までの第６期介

護保険事業計画での推計値に基づきまして、

平成２７年度分の予算額１７億3,０３７万4,

０００円を計上しております。 

  次に、２８６ページの款４・地域支援事

業費、項１・介護予防事業費の1,１７８万9,

０００円及び２８７ページの項２・包括的

支援事業等費の5,１９５万7,０００円でご

ざいますが、予防と自立支援に重点を置い

た地域支援事業及び地域包括支援センター

の運営に係る経費でございます。 

  次に、歳入につきまして説明を申し上げ
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ます。 

  戻りまして、２６７ページをお開き願い

ます。 

  款１・保険料の第１号被保険者保険料で

ございますが、国のワークシートに基づき

まして、平成２７年度から平成２９年度ま

での３年間の介護保険サービス見込み額の

平均で算出しており、６５歳以上の第１号

被保険者数を対象に算出した額に滞納分を

含めまして５億６３５万1,０００円を計上

いたしております。 

  次に、２６８ページをお開き願います。 

  款３・国庫支出金、目１・介護給付費国

庫負担金ですが、現年度分につきましては

国の負担分といたしまして介護給付費の２

０％に相当する３億4,６０７万6,０００円

を計上しております。 

  項２・国庫補助金、現年度分調整交付金

ですが、1,０００円だけの科目設定のみと

なっております。調整交付金は市町村ごと

の介護保険財政の調整を行うための補助制

度であり、基本的には給付費の５％相当分

を交付されるものでございますが、第６期

計画中の本町の交付率はゼロの予定となっ

ているためでございます。 

  ２６９ページの目２・介護予防事業費交

付金、現年度分２８４万4,０００円は、地

域支援事業の介護予防事業費の２５％に相

当する額、次の目３・包括的支援事業等費

交付金、現年度分1,５９９万6,０００円は、

地域支援事業費の包括的支援事業等費の３9.

５％に相当する額を計上しております。 

  次の款４・支払基金交付金、目１・介護

給付費交付金、現年度分４億8,４５０万5,

０００円は、第２号被保険者の負担分とし

て介護給付費の２８％に相当する額を計上

しております。 

  また、目２・地域支援事業支援交付金、

現年度分３１８万5,０００円につきまして

は、地域支援事業費の介護予防事業費とし

て、第２号被保険者の負担分２８％に相当

する額を計上しております。 

  ２７０ページの款５・府支出金、目１・

介護給付費府負担金、現年度分につきまし

ては、大阪府の負担分であります介護給付

費の１2.５％に相当する額２億1,６２９万7,

０００円を計上しております。 

  次に、２７１ページをお開き願います。 

  款７・繰入金、項１・一般会計繰入金の

目１・介護給付費繰入金、現年度分でござ

いますが、町の負担分といたしまして介護

給付費の１2.５％の２億1,６２９万7,００

０円を計上しております。 

  目４・その他一般会計繰入金は、人件費

や事務費分として交付税に算入されている

分と合わせまして、6,８８５万円を計上し

ております。 

  次に、２７２ページでございます。 

  項２・基金繰入金、目１・介護給付費準

備基金繰入金につきましては、第５期の余

剰分などを積み立てた介護給付費準備基金

から９０万1,０００円を繰り入れするもの

でございます。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定賜りますよう、よろしくお願い申

し上げます。 

○副議長（橋本謙司君） 

  日程第３０「第２７号議案 平成２７年

度豊能町下水道事業特別会計予算の件」を

議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  高上下水道部長。 

○上下水道部長（高 秀雄君） 

  それでは、第２７号議案、平成２７年度

豊能町下水道事業特別会計予算の件につき

まして御説明申し上げます。 

  お手元の予算書３０１ページをお開きく

ださい。 
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  第１条で、歳入歳出予算の総額は、歳入

歳出それぞれ４億4,９９６万9,０００円と

定めるものでございます。 

  歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分

ごとの金額は、３０２ページの「第１表 

歳入歳出予算」のとおりでございます。 

  第２条、地方債につきましては、地方自

治法第２３０条第１項の規定により、３０

５ページ「第２表 地方債」によるもので

ございますが、起債の目的、限度額、利率、

償還方法などを定めております。 

  第３条、一時借入金につきましては、地

方自治法第２３５条の３第２項の規定によ

る一時借入金の借り入れの最高額は１億円

と定めるものでございます。 

  第４条、歳出予算の流用については、地

方自治法第２２０条第２項ただし書きの規

定により、給料、職員手当及び共済費に係

る予算に過不足が生じた場合における同一

款内での経費の各項の間の流用を定めるも

のでございます。 

  それでは、歳出より御説明申し上げます。

３１６ページをお開き願います。 

  下水道総務費は4,３４５万3,０００円で

ございます。これは人件費事業、下水道運

営事業で、主な費用としまして、各協議会

の負担金や償還金、下水道債管理基金積立

金と公課費でございます。前年度より増と

なっておりますが、公課費の増によるもの

でございます。 

  下水道維持管理費は１億4,８１８万4,０

００円であります。これは人件費事業、下

水道施設管理事業で、主な費用としまして

は施設の電気代、施設の保守管理や業務委

託に要する委託料、猪名川流域下水道維持

管理負担金などでございます。前年度とほ

ぼ同額となっております。 

  ３１８ページをお開き願います。 

  下水道整備費は6,５０４万6,０００円で

ございます。これは、人件費事業、公共下

水道建設事業で、主な費用としまして管渠

更生工事や暗渠補修工事の工事請負費、猪

名川流域下水道事業建設負担金などでござ

います。前年度より大幅な減となっており

ますが、ときわ台中継ポンプ場長寿命化事

業が完了したことによるものでございます。 

  ３１９ページをお開き願います。 

  公債費は１億9,２７８万6,０００円でご

ざいます。これは、元金や利子に係る費用

でございます。前年度に比べ３７６万3,０

００円の減でございます。 

  予備費は５０万円を計上しております。 

  続きまして、歳入予算の御説明を申し上

げます。 

  ３１１ページをお開き願います。 

  下水道分担金は2,０００円でございます。 

  下水道使用料は２億6,０５４万9,０００

円で、前年度に比べ3,２８０万7,０００円

の増でございます。増の要因としましては、

使用料改定によるものでございます。 

  ３１２ページをお開き願います。 

  下水道手数料は１３万6,０００円でござ

います。これは、指定工事店等の更新手数

料でございます。 

  利子及び配当金は３０万1,０００円であ

ります。これは下水道建設基金等の運用収

入であります。 

  一般会計繰入金は１億６０８万円でござ

います。前年度に比べ6,２６０万7,０００

円の減でございます。これは、雨水対策に

係る一般会計からの繰入金などによるもの

でございます。 

  他会計繰入金で４４６万9,０００円でご

ざいます。これは、水道事業会計から人件

費分の一部を繰入するものでございます。 

  下水道建設基金繰入金は2,３６１万7,０

００円でございます。前年度に比べ5,０８

８万1,０００円の減でございます。減の要
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因といたしまして、ときわ台中継ポンプ場

長寿命化事業が完了したことによるもので

ございます。なお、下水道建設基金繰入金

は、猪名川流域建設負担金や管渠更生工事

等を実施するため基金をあてるものでござ

います。 

  ３１４ページをお開き願います。 

  繰越金は1,４６１万1,０００円でござい

ます。 

  預金利子は1,０００円、雑入は3,０００

円でございます。 

  下水道債は4,０２０万円で、前年度に比

べ1,２８０万円の増であります。増の要因

は、下水道事業債を増額したことによるも

のでございます。内訳としましては、流域

下水道債2,５１０万円、特定管渠保全公共

下水道債２３０万円、下水道事業債1,２８

０万円でございます。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定賜りますよう、よろしくお願い申

し上げます。 

○副議長（橋本謙司君） 

  日程第３１「第２８号議案 平成２７年

度豊能町生活排水処理事業特別会計予算の

件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  高上下水道部長。 

○上下水道部長（高 秀雄君） 

  それでは、第２８号議案、平成２７年度

豊能町生活排水処理事業特別会計予算の件

につきまして御説明申し上げます。 

  お手元の予算書３３１ページをお開きく

ださい。 

  第１条で、歳入歳出予算の総額は、歳入

歳出それぞれ1,５６１万6,０００円と定め

るものでございます。 

  歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分

ごとの金額は、３３２ページの「第１表 

歳入歳出予算」のとおりでございます。 

  ３４２ページをお開き願います。 

  歳出より御説明申し上げます。 

  下水道維持管理費は６５６万9,０００円

でございます。これは人件費事業や生活排

水処理施設管理事業の経費でございます。

主なものは修繕料、手数料、業務委託料で

ございます。 

  ３４３ページをお開きください。 

  下水道整備費は３８６万1,０００円でご

ざいます。これは合併浄化槽設置に係る費

用でございます。 

  公債費は、元金や利子に係る費用５１３

万6,０００円でございます。これは施設整

備に借り入れた下水道債の償還金でござい

ます。 

  予備費は５万円でございます。 

  続きまして、歳入予算の御説明を申し上

げます。 

  ３３９ページをお開き願います。 

  下水道分担金は３８万3,０００円でござ

います。これは下水道分担金でございます。 

  下水道使用料で１８５万1,０００円でご

ざいます。６５件の使用料でございます。 

  ３４０ページをお開き願います。 

  繰入金は、一般会計繰入金で1,３３８万

円でございます。 

  繰越金は1,０００円であります。 

  諸収入は預金利子で1,０００円でござい

ます。 

  説明は以上でございます。御審議賜り御

決定いただきますよう、よろしくお願い申

し上げます。 

○副議長（橋本謙司君） 

  日程第３２「第２９号議案 平成２７年

度豊能町水道事業会計予算の件」を議題と

いたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  高上下水道部長。 

○上下水道部長（高 秀雄君） 
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  それでは、第２９号議案、平成２７年度

豊能町水道事業会計予算につきまして御説

明申し上げます。 

  予算書の１ページをお開き願います。 

  まず第１条で、平成２７年度豊能町水道

事業会計の予算は、次に定めるものでござ

います。 

  第２条で、業務の予定量は、給水戸数8,

０２３戸、年間総給水量２０４万8,０００

立方メートル、１日平均給水量5,６１１立

方メートルを予定し、主要な建設改良事業

は改良事業とするものでございます。 

  次に、第３条で定めるところの収益的収

入及び支出でございます。 

  まず収入で、第１款の水道事業収益は、

６億5,９２７万2,０００円で、対前年度比

１％の減であります。その内訳は、第１項

の営業収益で４億5,０５８万5,０００円、

第２項の営業外収益で２億１７１万5,００

０円、第３項の特別利益で６９７万2,００

０円であります。減の要因は、給水人口の

減によるものでございます。 

  次に支出で、第１款の水道事業費用は７

億1,３７８万8,０００円で、対前年度比0.

５％の減であります。その内訳は、第１項

の営業費用で６億6,０１０万8,０００円、

第２項の営業外費用で5,１６８万円、第３

項の特別損失で１００万円、第４項の予備

費で１００万円であります。ほぼ例年どお

りの予算となっております。これにより、

平成２７年度の単年度収支見込みは5,４５

１万6,０００円の赤字が見込まれるところ

でございます。 

  第４条で定めるところの資本的収入及び

支出でございます。 

  まず収入で、第１款の資本的収入は２億3,

４９３万9,０００円で、対前年度比７3.

５％の増であります。その内訳は、第１項

の他会計繰入金で4,９４３万9,０００円、

第２項の企業債で１億7,７２０万円、第３

項の国庫補助金で８３０万円であります。

増の要因は、古江浄水場改修事業債等によ

るものでございます。 

  次に支出で、第１款の資本的支出は３億9,

４３０万6,０００円で、対前年度比４０％

の増であります。その内訳は、第１項の建

設改良費で２億３３０万7,０００円、第２

項の企業債償還金で１億9,０９９万9,００

０円であります。増の要因は、先ほど御説

明いたしました古江浄水場改修事業等によ

るものでございます。 

  なお、資本的収入が資本的支出額に対し

て不足する額１億5,９３６万7,０００円は、

過年度分損益勘定留保資金１億4,４６９万6,

０００円及び当年度消費税及び地方消費税

資本的収支調整額1,４６７万1,０００円で

補填するものでございます。 

  次に、第５条で企業債でございます。起

債の目的を水道事業債、限度額を１億7,７

２０万円と定めるものでございます。これ

は、古江浄水場改修事業や新光風台高区配

水池耐震補強工事を実施するためのもので

ございます。 

  次に、第６条で定めるところの予定支出

の各項の経費の金額を流用することができ

る場合は、営業費用と営業外費用と定める

ものでございます。 

  次に第７条で、議会の議決を経なければ

流用することのできない経費は、職員給与

費と交際費とするものでございます。 

  次に第８条で、他会計からの繰入金は、

企業債元利償還金等補助のため、一般会計

から7,６２５万5,０００円の繰り入れを受

けるものでございます。 

  次に、第９条で、たな卸資産の購入限度

額は５１３万5,０００円と定めるものでご

ざいます。 

  以下、予算実施計画以降の説明につきま
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しては省略させていただきます。よろしく

御審議賜りまして御決定いただきますよう、

お願い申し上げます。 

○副議長（橋本謙司君） 

  以上をもって本日の日程は全て終了いた

しました。 

  本日は、これをもって散会いたします。 

  次回は、あす、３月４日午前９時３０分

から会議を開きます。 

  どうもお疲れさまでした。 

 

散会 午後２時０４分 
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本日の会議に付された事件は次のとおりである。 

会議録署名議員の指名 

会期の決定について 

町長の町政運営方針について 

第 １号議案 豊能町教育長の任命につき同意を求めることについて 

第 ２号議案 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正す 

       る法律の施行に伴う関係条例の整理等に関する条例制定の 

       件 

第 ３号議案 教育長の職務に専念する義務の特例に関する条例制定 

第 ４号議案 教育長の勤務時間、休日、休暇等に関する条例制定の件 

第 ５号議案 豊能町子どものための教育・保育給付に関する利用者負担 

       額を定める条例制定の件 

第 ６号議案 豊能町指定介護予防支援事業の人員及び運営並びに指定介 

       護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法 

       に関する基準等を定める条例制定の件 

第 ７号議案 豊能町地域包括支援センターの人員及び運営に関する基準 

       を定める条例制定の件 

第 ８号議案 豊能町土砂等による土地の埋立て等の規制に関する条例制 

       定の件 

第 ９号議案 豊能町行政手続条例改正の件 

第１０号議案 豊能町一般職の職員の給与に関する条例改正の件 

第１１号議案 職員の管理職手当に関する条例改正の件 

第１２号議案 職員の退職手当に関する条例改正の件 

第１３号議案 豊能町立認定こども園条例改正の件 

第１４号議案 豊能町乳幼児等の医療費の助成に関する条例等改正の件 

第１５号議案 豊能町介護保険条例改正の件 

第１６号議案 大阪府豊能地区教職員人事協議会規約の変更に関する協議 

       について 

第１７号議案 平成２６年度豊能町一般会計補正予算の件 

第１８号議案 平成２６年度豊能町国民健康保険特別会計事業勘定補正予 

       算の件 
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第１９号議案 平成２６年度豊能町後期高齢者医療特別会計補正予算の件 

第２０号議案 平成２６年度豊能町介護保険特別会計事業勘定補正予算の 

       件 

第２１号議案 平成２６年度豊能町下水道事業特別会計補正予算の件 

第２２号議案 平成２７年度豊能町一般会計予算の件 

第２３号議案 平成２７年度豊能町国民健康保険特別会計事業勘定予算の 

       件 

第２４号議案 平成２７年度豊能町国民健康保険特別会計診療所施設勘定 

       予算の件 

第２５号議案 平成２７年度豊能町後期高齢者医療特別会計予算の件 

第２６号議案 平成２７年度豊能町介護保険特別会計事業勘定予算の件 

第２７号議案 平成２７年度豊能町下水道事業特別会計予算の件 

第２８号議案 平成２７年度豊能町生活排水処理事業特別会計予算の件 

第２９号議案 平成２７年度豊能町水道事業会計予算の件 
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    以上、会議の次第を記し、これを証するためここに署名する。 

 

 

 

    平成  年  月  日署名 

 

 

 

      豊能町議会 議 長 

 

      豊能町議会 副議長 

 

      署 名 議 員  ４番 

 

        同    ５番 

 


